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中国における体育.スポーツ政策の成果と課題
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A study about the achievements and challenges of the sport policy in China 

-Focus on the Sunshine Sports Program -

Zhao Qianying Tomio Maruyama 

Abstract 

The present study aimed at evaluating the achievements and challenges of the sport pol-

icy in China such as the National Fitness Program (NFP) or the Sunshine Sports Program 

(SSP). The achievements and challenges have been clarified from previous research for NFP 

and SSP， and factual investigation for SSP. 

Several investigations reported that the achievements of NFP were refl.ected in the in田

creases in sports population， social sports facility， and social sports instructor. On the other 

hand， a variety of problems such as propaganda， enlightenment， social sports facility， and 

social sports instructor have been pointed out. 

In the factual investigation of SSP， questionnaire and interview were conducted with the 

physical education teachers from all 28 junior high school in Baishan City， Jilin Province， 

China. 

From this investigation， it was found that SSP was carried out for one or more days per 

week in a total of 21 schools (75%) and for every day in 19 schools (67.9%). Additionally， the 

effects of SSP could be listed as [got physical strength] and [began to like sports]， etc. Our 

五ndingshave also indicated that the problems of implementing were [field] and [funds]， and 

the 4 reasons for not implementing were [field]， [times]， [funds]， and [safety]， respectively. 

In summary， the challenges ofSSP were as followed， 1) the value of SSP was neglected 

because the enrollment rate and study were emphasized by school or 加nily，2) spor白 ex-

penses， fields and facilities are inadequate， 3) deficient sports events， 4) problem in safety， 

5) children have no habit of exercise and low awareness of sports participation， etc. 
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1.はじめに

中国では、建国以来初となる体育の法律、

「中華人民共和国体育法」が 1995年8月に

制定された。その後、この法律に基づいて、

多くの体育・スポーツ政策が公布され、実

施されている O しかし様々な政策の実施に

は多くの課題もある O

そこで本研究では、中閏の体育・スポー

ツ政策、具体的には「全民健身計画Jや「陽

光体育運動」の成果や課題という評価を研

究目的とするが、「全民建身計画」に関して

は先行研究、「陽光体育運動」に関しては先

行研究および実態調査からその成果と課題

を明らかにしたいと考える。

2. 中国の体育・スポーツ政策

1)中国の体育・スポーツ政策の歴史的概

観

1949年の建国以来今日までの中国の体

育・スポーツの状況は、次の 4期に分ける

ことカ宝できる O

①政府に体育運動委員会が設置され、国民

体育運動に日が向けられた「準備期」

②1958年の「体育運動十年計画Jを中心と

する「計画期」

③改革開放政策による経済的な発展と軌を

ーにした体育・スポーツ分野における

「発展期」

④1995年の「中華人民共和国体育法Jの成

立や北京オリンピックの開催など、今日

の中国体育・スポーツ界における「躍進

期」

「躍進期」の 1995年6月、国務院から「全

民健身計画要綱」が提出され、その後第 l期

プロジェクト (5年間)、第 2期プロジ、エク

ト(10年間)が実施された。現在は 2011年

からの新たに「全民健身計画(2011年一

20日年)Jの 5年計画が始まっている O

また 2006年 12月、国家教育部、国家体育

局および中国共産主義青年団の連名で、「児
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童、生徒、学生が毎日、一時間、外で運動を

行う」という『陽光体育運動』が提唱された。

2009年8月 19日に、国務院が「全民健身条

例J(第七十七次常務委員会会議通過)を公

布し、「全民健身計画綱領」を具体的なもの

とした。同条例は、全民健身計画、全民健身

活動、全民健身保障およぴ対応する法的責

任について規定するとともに、毎年 8月 8

日を国家の「全民健身日」として定めてい

る。 2011年2月 15日、国務院は「全民健身

計画 (2011年一 2015年)Jを発表し、今後

5年間の全民の健康と運動の発展に具体的

な目標と任務を定めている O

2) i中華人民共和国体育法Jの内容

「中華人民共和国体育法J(以下は中国体

育法と略す) (1995年8月29日制定)は全

八章五十六条で構成されたものである O 第

一章総規(1-9)、第二章社会体育(10-16)、第

三章学校体育(17-23)、第四章競技スポーツ

(24-35)、第五章体育社会団体(35-40)、第六

章保障条件(41-46)、第七章法律責任(47-

54)、第八章附則 (55-56)から成る O ただ

し、 47条の規定は 2009年に削除された。

体育事業を発展させ、人民の体力を向上さ

せ、体育運動のレベルを高め、社会主義物質

文明と精神丈明を促進するため、憲法に基

づきこの法律が制定された。

3)全民健身計画の内容

2011年2月 15日、中国国務院は新たに

「全民健身計画(2011年一 2015年)Jを発表

し、今後5年間の国民の健康の発展に具体

的な目標と任務を定めた。 2015年まで、全

国の各種運動場を 120万ヶ所以上にし、一

人当りの平均運動場面積を1.50平方メート

ルにする O 全国社会体育指導員人数を 100

万人以上とし、国家級社会指導員を 10万人

以上とすることである O

4)陽光体育運動の内容

陽光体育運動は、児童、生徒、学生が教室

から出て、屋外の運動場で、毎日一時間、陽
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光のもとで運動を行うというものであり、

「国家青少年体力健康標準J(2007年)を基

礎としている O 教育部および国家体育総局

は陽光体育評価を実施し、制度を監督する。

陽光体育運動の対象は小、中、高、大学す

べての学校の青少年で、その年齢における

運動種目は科学的根拠に基づいて行われ

るO各学校はあまり競技性のない種目で、そ

れぞれの学校が特色を持った種目を行う O

陽光体育運動を通じて 3年間で 85%以

上の学校で「国家青少年体力健康標準」を実

施すること、 85%以上の子供たちが陽光体

育運動に参加すること、また 85%以上の子

供たちが青少年体力健康標準に合格するこ

と、という計画が立てられた。そして二種目

以上の運動技能を習得すること、体育訓練

習慣を身に着けること、体力健康レベルを

向上させることも目標とされた。

3. 全民健身運動の成果と課題(先行研究

のレビ‘ューから)

1)全民健身運動の成果

(1) 体育人口(週3回以上、 l回30分以上、

中程度以上の運動強度の運動実施者)が

増えた:1996年(15.5%) 2000年(18.3%)

2007年(28.2%)

(2) 社会体育施設が増えた:1995年

(615554ヶ所) 2003年(850080ヶ所)

(3) 社会体育指導員が増えた:1996年(6

万人) 2000年(18万人) 2010年(65万

人)

2)全民健身運動の課題

(1) I全民健身計画要綱」の宣伝・啓蒙

「全民健身計画要綱」は 1995年に発表さ

れたが、その 2年後の 1997年の時点で、国

民の 5%がこの「要綱」を理解しているだけ

で、 30%が「少し知っている」、 65%は「聞

いたことがないJという調査結果であった。

(2) 社会体育施設

中国の運動場と体育館は固有のものがほ
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とんどであるが、その分布は都市部 79.8%

に対し、農村部は 20.2%であり、都市部と農

村部に大きな格差がある O また、大衆スポー

ツに使用されるのは 10%だけである O

(3) 国民の体育関連消費情況

1996年、中国国民の家族の年間体育関連

消費は、100元以内が58.3%、100元から 200

元が27.8%、201元以上が 13.9%となってい

るO 国民の体育消費レベルは非常に低い状

況である O

(4河本育活動非参加人数

中国で体育活動に参加していない人々

は、都市部では 37%で、農村部では 63%と

なっており、都市部と農村部との格差が大

きい。

(5) 社会体育指導員

社会体育指導員の指導上の問題として

様々な問題が指摘されているが、「経費が足

らない」が最も多く 70.3%の指導員が指摘

している oI場所、施設が足らないJI移動手

段がないJI専門知識が足らない」なども多

く指摘された。

4. 陽光体育運動の成果と課題一先行研

究のレビューから一

1)陽光体育運動の成果

先行研究からは、陽光体育運動は我が国

の青少年の体力健康状態が下がっている問

題を解決し、青少年に対し興味、情感、意志、

性格などに影響する O例えば、青少年に体育

への動機付けと興味を促進させ、積極的な

情感や良い性格を形成する O また、意志を強

くし目の前の困難を克服させる、などの成

果が指摘されている O

2)陽光体育運動の課題

(1) 子供たちは陽光体育運動を知ってはい

るが、その内容、目的などの詳しい情報は

分かつていないこと O すなわちその意義

を含めた子供たちへの啓蒙が必要であ

るO
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(2) 現在、中国では受験教育が過熱してい

る。学校は進学率を最も重視し、体育科の

授業は文化的な授業へ振り替えることも

多い。子供たちの体力・健康づくりのた

め、学校、家庭において、体育や陽光体育

運動の価値を再認識し、その価値を向上

させる必要がある。

(3) 学校の活動場所や体育施設、体育用具

の整備の問題。そのためにも体育経費を

上げる必要がある。この状況は都市部よ

り農村部が深刻である。

(4) 子供たちに怪我等が起こると体育教師

が責任を負うという風潮がある。保険を

含め、学校が安全管理を徹底し、教師から

この心配を取り除くことも必要である。

(5) 体育教師のレベルが低いことが指摘さ

れている。子供や体育に対する考え方、科

学的知識、指導方法などを向上させる必

要がある。

(6) 子供たち自身の問題もある。学校と家

族のプレッシャーから、ほとんどの時間

を勉強に費やし、塾にも通う。少ない自由

時間は電子ゲームやテレビを見ることな

どに費やされる。学校、家庭、地域社会が、

子供たちの健康づくりのための環境づく

りに協力することが必要である。そして

子供たちの体育・健康意識を高める必要

がある。

(7) 最後に、陽光体育運動はその提唱から

時聞が経つにつれて、熱気が冷め、実施し

なくなっている状態となっている。今後、

息の長い、継続した取り組みが必要であ

る。

5.陽光体育運動の背景と実態

1)調査方法

(1) 中学生の生活実態調査

陽光体育運動が提唱された背景には、青

少年の子供たちの体力不足や健康不良があ

る。現在の子供たちの生活は、異常ともいえ
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る過熱した受験競争に伴い、学校での勉強

漬けの毎日で、自由時間に運動やスポーツ

をすることがほとんどない。

そこで典型的な中学生の 1週間の生活実

態を、生活時間から明らかにすることにし

た。

(ア)調査時期、対象者

2011年6月 10日から 1週間。吉林省白

山市の中学生各学年 l名の計3名。

(イ)研究方法

1週間の生活時間を 1日ごとに、その活

動内容、時聞を記載してもらった。

(2) 白山市中学校の陽光体育運動の実態調

査

(ア)調査時期および調査対象校

2011年5月、吉林省白山市全28中学校

(イ)調査方法

体育教師に対し、陽光体育運動の実施等

に関するアンケートを依頼した。同時に、詳

細についてインタピ、ユーを千子った。

(ウ)調査内容

・陽光体育運動の実施状況

.実施の効果

・実施する上での問題

.非実施の理由

(3) 白山市および調査対象校の概要

白山市は中国吉林省東南部に位置し、そ

の中の小白山市は、j軍江区、江源区から構成

され、長白山の第一市といわれている。白山

市の政府は揮江区にあり、揮江区の面積は

1388平方キロ、人口は 33万人である。江源

区は白山市の西部に位置し、面積は 1348平

方キロ、人口は 27万人である。

今回の調査対象中学校は、小白山市内の

全28校である。 28校の規模は以下のとお

りである。
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る。学校は朝早いため、多くの中学生は朝食

を食べないで学校に行く。朝自習が終わり、

スーパーで朝食を買って食べる状況であ

る。

先行研究の指摘するとおり、今の中国の

中学生にはほとんど自由時間がないこと、

そして外遊びゃ運動・スポーツを実施して

いないことが分かつた。

3) 白山市中学校の陽光体育運動の実態

(1) 実施の有無

表1)28校の規模

2) 中学生の生活実態

(1) 中学生の生活実態のまとめ

中学生の生活実態について、上記3名の

生活時聞から概観するすると、平日および

日曜日は、概ね次のような生活を送ってい

.:::..t.:. 
三5.7
321 

孟皐

ゑ亘
7.1 

且工
7.1 

辺♀

表3)実施状況

表2)中学生の生活時間

朝 5時 30分頃、起床

朝食後、 6時 15分頃登校

6時 30分から、朝自習

7時 30分から 11時 20分まで授業

11時 20分から 12時 30分まで昼休み

12時 30分から 13時 30分まで長自習

13時 35分から 16時 45分まで授業

16時 50分から 17時 30分まで小自習

17時 30分から 18時 30分まで夕食

夕食後、 18時 30分から 20時 30分まで夜自習

21時前に帰宅、 22待頃、就寝

る。

「陽光体育運動Jの実施状況は、国の提唱

する 11年中、ほぼ毎日」実施している学校

は10校 (35.7%)に止まり、「冬場を除き、

ほぼ毎日J(9校、 32.1%)を加えても 19校

で、調査対象校の三分の二であった。「週に

1日程度J以上は、 21校 75%で、四分の三の

学校は「陽光体育運動」をある程度実施して

いるといえる。

しかしその他の 7校、四分のーの学校で

は、現在まで陽光体育運動はほとんど実施

していないという状;況であった。

(2)実施の効果

劃
魁
止

| la一理古品会瞳宣汁

I ~~ I樽鶴間~
単梓 |依韻器開| 力 的 l 

I ~jqJ;l~ I睡鵬間 4SOO
準特別外国臨時間 lSO令 j 

お了;芸子二ご二てご二長孟;二

ii1iiiz!zif! 
き22Eをた主主ιFZZ 

図1)実施の効果

実施の効果を、「と℃もそう思う」を 4点、

「そう思う」を 3点、「あまりそう思わない」

を2点、「そう思わないJを1点と得点化し、

平均値で比較を行った。
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中学 1年、 2年、 3年生の生活実態は、毎

日ほとんど同じ状況である。 l、2年生は土

曜日は学校は休みであるが、日曜日も学校

での授業がある。 3年生は土曜日も授業が

あるという状況である。

また表2)を見ると平日は 14時間、日曜日

は13時間半、学校にいる。睡眠時間を除い

て、自由時間は宿題、登下校、家での片付け

などの時間を含めて 2時間 30分程度であ

る。現在、中学生は家庭よりも学校での時聞

が多く、中学生にとっては、「学校」が第一の

居場所となっているといえる。

中学生の毎日の活動範囲、すなわち生活

/空間は明らかに決まっている。家のほかに

学校、スーパーなどに行くだけである。授業

と授業の聞は教室で寝る時聞が多く見られ



「前よりも体力がついたJ(3.62)、「前より

も健康になった」と「運動やスポーツが好き

になったJ(3.43)が高く、以下「食事をしっ

かり摂るようになったJ、「前よりも元気に

なった」、「性格が明るくなったJ(3.29)など

の}I¥買となっている。

(3) 実施する上での問題(複数回答)

100目 11.4明

5日目
4.80出

日目

場所 方法 経費指導者

図2)実施する上での問題

「陽光体育運動Jを行っている学校に「実

施する上での問題Jを聞いたところ、「場所

の問題J(81%)、「経費の問題J(71.4%)を挙

げた学校が非常に多かった。「方法の問題」

(19%)や「指導者の問題J(4.8%)はあまり指摘

されなかった。

(4) 非実施の理由(複数回答)
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図3)非実施の理由

陽光体育運動を行っていないと答えた学

校、 7校に実施しない理由を聞いたところ、

「場所がない」と「安全面で心配」を挙げた

学校が5校 (71.4%)と高く、「時聞がない」

と「経費がない」を挙げた学校が 4校

(57.1%)であった。「学校の方針」で実施して

いない学校も 2校あった。

4) まとめ

調査の目的は、経済的にあまり発達して

いない中国東北地方の中小都市である吉林

省白山市全28中学校を事例に、陽光体育運

動実施の実態を明らかにすることであっ

た。

今回の調査から、 21校、 75%の学校で週 l
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日以上「陽光体育運動Jを行っていることが

分かつた。しかし陽光体育運動は、毎日行う

ことが求められており、「毎日J(冬場は行っ

ていない学校も含め)行っている学校は 19

校、三分のこであった。

陽光体育運動を実施している学校では、

その効果がはっきりと見て取れる。例えば

「前よりも体力がついた」ゃ「運動やスポー

ツが好きになった」などが指摘された。しか

し、実施している学校においても、実施する

上での問題があった。それは場所がないこ

とや経費がないことなどの外的条件に制約

されていると考えられる O 二日間にわたり、

ある中学校で観察したが、体育の授業で l

年生、 2年生は自由に遊んでいたり、男子は

バスケットボール、女子は散歩をしていた。

しかし、多くの生徒はすぐに教室に帰って

勉強したり、寝たり、あるいはお喋りをして

いた。 3年生は体育の授業はなくなってい

た。しかしもうすぐ受験に必要な体育の試

験があるので、ある時間に試験の種目であ

る800メートル、立ち幅跳ぴ、砲丸投げを練

習していることが分かつた。

調査結果では、 7校 25%で「陽光体育運

動」を行っていないことがわかった。実施し

ていない理由については、「場所がないJと

「安全面の心配」が第一位となっているが、

「時聞がないjと「経費がない」の二つの項

目も高く指摘された。これらの項目は陽光

体育運動を行う上での基礎的な条件であ

る。体育教師とのインタピューから、ある学

校では、校庭が整備されていないため運動

をすることが難しいと話していた。そして、

経費が少なく体育用具も満足にそろえるこ

とができない現状である。ある学校での体

育用具は、リレーのバトン 20本、縄跳びロ

ープ20本、砲丸7個、サッカーボール 3個、

バレーボール 2個、バスケットボール 2個

だけであり、体育の授業を行うのも大変に

なっている O
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また現在、中国では経済の発展とともに、

競争社会となり、良い就職のために受験競

争が激化している。学校では進学率を最も

重視しており、家族も自分の子どもには余

計なことは何もせず、一生懸命、勉強してほ

しいという希望がある。このことが「学校の

方針Jとして陽光体育運動を実施していな

いことにも表れている。

さらに多くの体育教師は安全面の問題を

心配している。子どもが運動時に怪我をし

てしまうと体育教師の責任となるので、簡

単な運動種目だけを行っているようであ

る。例えば跳馬や鉄棒、平行棒のような種目

は千?っていない。

今後、陽光体育運動が政策どおり展開さ

れ、子供たちの心身の健康づくりに資する

ためには、国や省、市、県などによって、学

校への経費の増加や学校の体育施設の整備

充実が望まれる。それは陽光体育運動がう

まく実施されるために最も重要なものであ

ろう。さらに、青少年が参加し楽しめる運動

会、体育活動などの開催が挙げられる。この

ような体育活動が開催されることによって

陽光体育運動も促進される。今回の調査結

果からは、陽光体育運動は三分の二の学校

で行われているに過ぎなかった。様々な問

題が解決されることが期待されている。

本研究では、全民健身運動と陽光体育運

動を中心に、中国の体育・スポーツ政策の

成果と課題を探った。北京オリンピック後、

中国も「スポーツ大国」から「スポーツ強固」

になることが大々的に提唱されている。す

なわち競技スポーツにおける競技力向上だ

けではなく、大衆スポーツの振興やスポー

ツ文化の浸透である。そのためにも、全民健

身運動などのスポーツ政策の全国での展開

が必要である。本研究結果からは、宣伝・啓

蒙、予算、体育・スポーツ施設の不足など、

様々な課題が明らかになった。さらに子供

を含め、人々の体育やスポーツに対する価
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値や評価を高め、積極的に参加するための

方策が必要である。

中国は、広大な国土と 13億以上の人口、

さらに 56もの多民族国家である。経済発展

も都市と農村で大きな格差がある。体育・

スポーツ政策の浸透には、今後も永続的で

着実な取り組みが必要と思われる。

6.提言

ここでは、今後の中国における陽光体育

運動の実施のための提言として、白山市の

事例から次の点を指摘する。

まず、第ーとして陽光体育運動に対し、今

以上の宣伝や啓蒙が必要である、白山市の

学校では、調査対象校の三分の二の学校は

陽光体育運動を実施しているが、陽光体育

運動の意義や意識を高める必要があると考

えられる。そのためにも啓蒙や宣伝を強化

することが必要である。特に、経済が発達し

ていない地区と農村部ではさらに必要であ

る。

二つ目は、陽光体育運動の経費を増加す

べきであろう。現在、中国の陽光体育運動の

実施のために最も強調されている問題とし

て、体育経費不足が指摘されている。経費の

不足によって、現状では、学校の体育施設を

増加させたり改善させたりすることができ

ない。体育施設への投資を上げる必要があ

る。

三つ目は、学校と家族とも陽光体育運動

をもっと重視することが必要である。現在、

中国は受験競争社会となった。進学率やよ

い大学への進学という考え方を、健康第一

の考え方に代える、子供たちから学習のプ

レッシャーを軽減することが必要である。

7.今後の課題

本研究では、中国の体育・スポーツ政策

の成果と課題に関して研究したが、時間の

関係から陽光体育運動だけの実態調査とな



超ほか

ってしまった。しかも調査対象が吉林省白

山市の中学校だけとなってしまった。今後、

さらに地域を広げて調査を行う必要があ

るO

また全民健身運動に関して先行研究を収

集したが、その先行研究は一部に限られて

しまった。中国は広く人口も多く全国調査

は無理であるが、今後、全民健身運動に関す

る各地域の調査研究が望まれる。

さらに今後の中国のスポーツの発展に

は、中国の体育・スポーツ政策をより詳し

く研究・把握し、日本の体育.スポーツ政策

と比較する必要がある O 望ましいスポーツ

政策のために、日中の体育・スポーツ政策

を比較研究する予定である O
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